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AI通訳機「ポケトーク」シリーズ 累計出荷台数 130万台突破のお知らせ 
 

当社の連結子会社であるポケトーク株式会社（本社：東京都中央区、取締役 代表執行役社長 兼 CEO：

松田 憲幸。以下、ポケトーク社）が提供する、AI 通訳機「ポケトーク（端末）」シリーズの累計出荷台数が 130

万台を突破したことを下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

AI 通訳機「ポケトーク」シリーズは、2017 年の販売開始以来、「言葉の壁をなくす」ことをミッションに、個人

旅行者から法人、公共機関まで幅広い用途で活用されてきました。今回の 130 万台突破は、海外市場にお

ける公共機関、法人導入の拡大と、日本国内における個人需要（BtoC 需要）の回復という二つの潮流が重

なった結果です。 

 

 

 

近年、ポケトーク社は国内で確立した事業基盤を礎に、海外市場を中長期的な成長機会と位置づけ、展

開を加速しています。グローバル化の進展に伴い、各国の公共サービスにおいて言語アクセスの整備は制

度的、社会的要請となりつつあり、多言語対応は“配慮”から“インフラ”へと位置づけが変化しています。 

「ポケトーク（端末）」は、専用端末ならではの即時性やセキュリティ性が公共用途に適合する点が評価され、

法人、公共需要を中心に堅調な拡大が続いています。 

一方、日本国内市場では、コロナ禍を契機とした海外渡航需要の変動や、スマートフォンアプリの普及な

ど競争環境の変化により、個人向け需要の構造に大きな変化が生じました。この環境変化を受け、当社は専

用端末としての強みを発揮できる法人・公共分野への展開を強化し、事業基盤の多角化と構造転換を進め

てまいりました。 

しかしながら、インバウンドの回復や海外渡航の再拡大、さらには国内における多文化共生環境の進展を

背景に、日本国内の個人需要も再び動き始めています。特に本年２月に実施したテレビショッピング番組

「QVC」での販売では、想定を大きく上回る反響をいただき、短時間で大きな販売実績を記録しました。これ

により、改めて一般消費者の間で、専用機である「ポケトーク（端末）」へのニーズが根強く存在することを確

認する結果となりました。 



販売開始当初、「ポケトーク（端末）」シリーズは日本国内の個人旅行需要に支えられ成長してきました。そ

の後、社会環境や市場構造の変化を受けて法人、公共分野へと事業領域を拡大してきましたが、今回の

B2C 市場の回復は、国内における海外渡航需要の持ち直しや人の移動の活発化などを背景とした需要回

復の動きを示すものと捉えています。 

 

ポケトーク社は「言葉の壁をなくす」をミッションに掲げ、お互いが母国語のまま対話でき、深くわかり合える

世界の実現を目指して、「ポケトーク」シリーズの提供を世界中に広げてきました。今後も、個人、法人それぞ

れに最適な言語ソリューションを提供し、国内外での事業拡大を図ってまいります。 

 

以上 


